
学徒動員「殉難之碑」慰霊祭

令和５年８月7日午前11時半より、学徒動員「殉難之碑」慰霊祭が、関係者22名
(学校・同窓会・生徒代表)の出席で行われた。
昭和20年８月、大牟田の軍需工場で働いていた八女工業学校の生徒８名が大空

襲などの戦禍により若くして、志半ばに尊い命を
奪われている。この碑は、50回忌にあたる平成６
年８月７日に１年をかけた募金活動によって建立
され、毎年慰霊祭が開催されている。今年は、30
回目の慰霊祭となった。この戦争では、当時教鞭
を執られていた先生方にも犠牲者が出ている。
黙祷をして殉難者のご冥福を祈った後、慰霊祭

主催者代表の同窓会長溝田豊実氏(昭和48土木科
卒）が追悼メッセージを読み上げた。

この後、生徒会を代表し、生徒会長の前田琉亜君が挨拶をした。

最後に、出席者
全員が慰霊碑に献
花をして慰霊祭を
終了した。


